



































































































と有意な差は認められなかった.一方， NAGでは， KAT 




















































































O小林海宏 1.城ヶ原貴通 1・子安和弘 2 • 
Orin B. Mock3・織回銑_ 1
























































。上村若葉 1、藤原悠基2、松岡伸児 2、前田あやみ 1、




































































































は，観察した 72時間の内， 1日目の 19:00から 3日







































































全調査期間で 33個体(オス 14，メス 19).のべ99
回(オス 36，メス 63)の捕獲があり，再捕獲率は
66.67覧， CPUE (capture per unit effort)は 16.5
であった.生息密度(頭数/ha)は，各推定法によ









































































































































































































実激動物談話会、 1983名称変更)は 1965(昭和 40)年
8月と最も早く、関西実験動物研究会は実験動物集談






















がなされた。この 30年間に 64回の研究会と 2回の
特別講演会の開催及び28号の研究会報の発行を行っ




















































1) ENU (N-ethyl-N-nitrosourea) ミュータジェネ
シス法
ENU ミュータントアーカイプ KU剛A (Kyoto 























































































































0理事会の開催:第 61回、第 62回研究会開催日 (7
月 E目、 11月 25日)の 2回、常務理事会の開催(5






















第 62回研究会謝金 10，000円、補助 136，358円、雑










































でに理事会は 6月 29日(第 63回研究会開催日)に、











































































































0理事会の開催(2回)第 63回 (6月29日)、第 64
回(11月30日)研究会開催日














り会場 6月28日(金)13:30: -17:30 (案)会場:未
定(平成25年 4-5月開催の拡大常務理事会で検討)
一般講演を中心として特別講演1題などを企画する
予定。第66回研究会は11月29日(金)13:30-17:30
公共施設(案)で、特別講演・賛助会員による講演な
ど計3-4題、懇親会を企画する。
O会報第 29号の発行 (3月)、会員への送付(4月)、
第 30号の編集を行う。
0岡山大学学術成果リポジトリ等へのコンテンツ登
録および公開(継続)
0文献情報誌「医学中央雑誌Jr科学技術振興機構
]STJへの会報寄贈・データベース収録
0ホームページの更なる充実
0会員の拡大
O日本実験動物技術者協会 第47回総会 in晴れの
国岡山(平成25年9月27日-28日、川崎医療福祉
大学)に全面的な協力
0理事会の開催(2回) 第65回、第66回研究会開催
日
0常務理事会の開催(2回)4月下旬-5月上旬、 10
91 
月上・中旬予定
O岡本実験動物学会・地区研究会などとの連携・協
力、情報交換
第2回理事会以降の活動と会計報告
今年 1月初めに本研究会の名誉会員、三谷恵一先
生へ表彰状が贈られた。会報第29号の原稿依頼、編
集作業を行い、 3月上旬に印刷所へ製本を依頼した。
荒川健佑氏(岡山大 ・大学院環境生命科学研究科)
が3月に入会された。
前頁記載の第2回理事会の会計収支中間報告に追
加、変更のあった項目と金額のみを下記に示す。
会費71，000円で、収入総額は 835，125円となった。
一方、通信費42，970円、第64回研究会の謝金60，00。
円、補助 100，112円、雑費 21，137円となり、支出総
額は444，197円となり、残高は390，928円となった。
今年に入って、平成24年度の会計収支報告が作成
された。平成25(2013)年3月8日に監事の高橋純夫
先生、菊永茂司先生により会計監査を受けた。
